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- 1 地域，B-Ⅲ- 1 地域，G-Ⅰ- 3 地域，およびG-Ⅰ
- 1 地域に着目することとする。
つぎに，建設投資コストについて考察する。
















地点 調査井（本） 運開時（本） 補充（本） 掘削本数合計 発電単価（円）
発電方式 生産井 還元井 生産井 還元井 生産井 還元井 生産井 還元井 30年平均 15年平均
A-Ⅰ-1 シングル a 4 2 16 15 17 36 37 53 12.27 14.3
シングル b 4 2 17 15 18 36 39 53 12.38 14.45
ダブル a 4 2 13 13 14 42 31 57 11.83 13.81
ダブル b 4 2 14 12 16 39 34 53 11.84 13.74
B-Ⅲ-1 シングル c 4 2 18 15 21 37 43 54 12.24 14.27
シングル d 4 2 18 15 21 36 43 53 12.17 14.2
ダブル c 4 2 16 13 18 42 38 57 11.98 13.97
ダブル d 4 2 16 12 17 39 37 53 11.79 13.66
F-Ⅲ-1 シングル e 4 2 11 10 12 25 27 37 12.12 14.21
シングル f 4 2 11 10 12 25 27 37 12.06 14.15
ダブル e 4 2 9 13 11 42 24 57 12.73 14.75
ダブル f 4 2 9 12 10 39 23 53 12.42 14.38
F-Ⅲ-2 シングル g 4 2 17 10 19 23 40 35 12.12 14.13
シングル h 4 2 17 10 18 24 39 36 12 14.05
ダブル g 4 2 14 13 16 42 34 57 12.45 14.43
ダブル h 4 2 14 12 16 39 34 53 12.18 14.1
G-Ⅰ-3 シングル i 4 2 29 23 37 52 70 77 14.6 16.12
シングル j 4 2 44 24 56 55 104 81 16.17 18.59
ダブル i 4 2 26 14 32 46 62 62 13.01 14.95
ダブル j 4 2 38 13 48 42 90 57 13.34 16.53
G-Ⅱ-1 シングル k 4 2 6 17 8 39 18 58 10.26 11.99
シングル l 4 2 7 17 8 40 19 59 10.36 12.09
ダブル k 4 2 6 14 7 46 17 62 10.36 11.99












の 本 数 を， 図 表 8 のA-Ⅰ- 1 地 域，B-Ⅲ- 1 地
域，G-Ⅰ- 3 地域，およびG-Ⅰ- 1 地域の平均と
して，シングルフラッシュ方式の87％と74％と


















1 調査 小口径 5.6 5.6 推計方法3.1
2 調査井（生産井） 5.8 5.8 推計方法3.1
3 還元井 1.9 1.9 推計方法3.1
4 重力調査 0.1 0.1 8519031 土木建築サービス
5 時期探査 0.2 0.2 8519031 土木建築サービス
6 環境調査 0.1 0.1 8519031 土木建築サービス




掘削 生産井 13.1 11.6 推計方法3.1
9 還元井 11.6 8.7 推計方法3.1
10 土木関係 用地取得 － － －
11 用地造成 1.0 0.9 推計方法3.4
12 基礎 0.6 0.5 推計方法3.4
13 基地間道路 生産井基地 2.5 2.1 4131011 道路関係公共事業
14 還元井基地 1.1 0.9 4131011 道路関係公共事業
15 蒸気輸送管 生産井分 17.7 20.5 推計方法3.2
16 還元井分 4.5 5.2 推計方法3.3
17 発電設備 建物 発電所建屋 1.4 2.1 推計方法3.4
18 構築物 基礎 5.4 5.6 推計方法3.4
19 冷却塔 6.2 6.5 3013011 冷凍機・温湿調整装置
20 原水タンク 0.7 0.7 2899021 金属製容器・製缶板金製品
21 プラント タービン 4.3 4.8 3011021 タービン
22 発電機 2.6 2.6 3211011 発電機器
23 復水器 2.9 2.8 3019011 ポンプ及び圧縮機
24 変圧器・計測装置 5.3 5.3 3211021 変圧器・変成器
3231011 電気計測器
25 付属設備 4.9 5.1 推計方法3.4


























の50Mwの 4 パターン（タービン入り口圧力 2
パターン，周波数 2 パターン）を平均して使用
する。ただし，シングルフラッシュの発電設備
について，本稿第 3 章と図表 5 にて論じた時，
発電設備の積上げ金額と建設単価の20万円／




























































17）Nakamura（1970）では，expenditure for survey and research 
と表記されているが，主要な支出は調査井・試掘のため，
「調査井」とした。










1 事前調査 小口径 － －
2 調査井 5.4 推計方法3.1
3 還元井 － －
4 重力調査 0.2 8519031 土木建築サービス
5 時期探査 0.4 8519031 土木建築サービス
6 環境調査 0.3 8519031 土木建築サービス
7 噴出試験 1.2 8519031 土木建築サービス
8 井戸等関連建設 掘削 生産井 15.1 推計方法3.1
9 還元井 － －
10 土木関係 用地取得 － －
11 用地造成 0.7 推計方法3.4
12 基礎 0.6 推計方法3.4
13 基地間道路 生産井基地 2.2 4131011 道路関係公共事業
14 還元井基地 － －
15 蒸気輸送管 生産井分 10.5 推計方法3.2
16 還元井分 － 推計方法3.3
17 発電設備 建物 発電所建屋 2.5 推計方法3.4
18 構築物 基礎 10.8 推計方法3.4
19 冷却塔 9.3 3013011 冷凍機・温湿調整装置
20 原水タンク 1.1 2899021 金属製容器・製缶板金製品
21 プラント タービン 9.4 3011021 タービン
22 発電機 3.4 3211011 発電機器
23 復水器 5.1 3019011 ポンプ及び圧縮機
24 変圧器・計測装置 12.1 3211021 変圧器・変成器
3231011 電気計測器
25 付属設備 9.8 推計方法3.4








地熱資源調査 160 5 本の調査井（350mから450mを 2 本，600mを 3 本），調査装置等含む。
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